
船舶事故調査報告書 

令和６年２月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和４年１１月６日 １１時３０分ごろ 

発生場所 京浜港東京第４区 

 東京木材投下泊地防波堤西灯台から真方位０９６°１.５７海里付

近 

 （概位 北緯３５°３６.９′ 東経１３９°５１.０′） 

事故の概要  漁船仲
なか

文治
ぶ ん じ

丸は、南進中、また、プレジャーヨットPegasus
ペ ガ サ ス

５８

は、南東進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和５年１月４日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 仲文治丸、９.１トン 

   ＣＢ２－５００１３（漁船登録番号）、個人所有 

   第２３２－３２１２６号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーヨット Pegasus５８、５.３トン 

   ２３５－５０５２０東京、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部外板に凹損等 

Ｂ バウローラ（錨のガイド用器具）に曲損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約２～３m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.２ｍ 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａ及び甲板員１人が乗り組み、底引き網漁の目的で、

千葉県千葉港葛南区の定係地を出港し、東京都江戸川区葛西臨海公園

南方沖の三枚洲南側の漁場に到着した。 

船長Ａは、底引き網漁を開始したのち、約８回目の投網を行って手

動操舵とし、約４ノットの対地速力で南進した。 

船長Ａは、漁場付近を帆走しているＢ船を右舷船首方に認めたが、

海底の障害物を避けて航行しようと下方を向いて魚群探知機を見てい

たところ、衝撃を感じた。 

船長Ａは、船長Ｂから両船が衝突したことを告げられ、損傷状況等

を確認するよう甲板員に指示した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、セーリングの目的で、千葉県

浦安市南方沖に向け、京浜港東京区所在のマリーナを出航した。 

船長Ｂは、三枚洲南南西方沖を南進中、左舷船尾方にＡ船が停止し

ているように見え、また、Ａ船がＢ船の動向を見ているものと思い、



進路を変更してもＡ船と衝突することはないと考え、機走から帆走と

し、船長Ｂが後部甲板の左舷側に腰を掛けて右舷側を向き、乗員が同

甲板に船長Ｂと対面するような姿勢をとって船首方を向き、南東進し

た。 

船長Ｂは、左舷側にセールを展開していたので、至近となってＡ船

に気付いたが、どうすることもできず、Ｂ船のバウローラとＡ船の右

舷船首部とが衝突した。 

船長Ｂは、乗員の負傷の有無及びＢ船の損傷状況を確認したのち、

１１８番通報した。 

分析 Ａ船は、南進中、船長Ａが、下方を向いて魚群探知機を見ながら航

行を続け、Ｂ船と接近する状況となっていることに気付かなかったこ

とから、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

Ｂ船は、南東進中、船長Ｂが、Ａ船は停止しているように見え、か

つ、Ｂ船の動向を見ているものと思い、航行を続け、Ａ船と接近して

いることに気付かなかったことから、Ａ船と衝突したものと考えられ

る。 

原因 本事故は、Ａ船が南進中、Ｂ船が南東進中、船長Ａが、下方を向い

て魚群探知機を見ながら航行を続け、また、船長Ｂが、Ａ船は停止し

ているように見え、かつ、Ｂ船の動向を見ているものと思い、航行を

続け、互いに接近していることに気付かなかったため、両船が衝突し

たものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・漁船の船長は、操業しながら航行している際、魚群探知機等に意

識を向けることなく、前方の見張りを適切に行うこと。 

・プレジャーヨットの船長は、航行中、他船を認めた場合には他船

が自船の動向を見てくれていると思わず、適切に見張りを行い、

セール等で視界が制限される状態では針路を変更して視界を適切

に確保すること。 

 


